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DIC解析による液状化軽減 Log-pile圧入時の地盤挙動

研究背景と目的

実験手法

動画解析結果
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多重ふるいを用いた地盤作成により模型地盤の密度を調整し、深度30cm地点の土圧になるようにおもりを
乗せる。杭貫入時は動画撮影と同時に反力も測定する。

杭の貫入による地盤改良効果の多くの検討があるが、杭の配置に
よる改良効果に関する検討が主であった。一方で、杭の貫入によっ
て地盤の密度が増加すると考えられているが、貫入時にどのように
体積ひずみが生じ、密度が増大するのかについては詳細な検討が不
足している。

そこで本研究では、動画解析を用いて杭の貫入時の地盤挙動を明ら
かにし、密度増大効果に与える因子（杭配置，杭形状,etc）について検
討を行う． 動画解析では、デジタル相関法

(DIC)も用いて測定対象の変位を
求め、ひずみを計測する。

● 杭周辺の砂は杭とともに下方に移動する一方で、杭
間の砂は上方に移動する傾向が見られた。

● 杭周辺の地盤は密になるが、杭間の地盤は砂の上方
移動によって緩くなっている。

● 杭を貫入する際の抵抗力は、杭間隔が小さくなるほ
ど増加することが確認された。

● 杭形状や境界が影響している可能性があるため追加
のケースの検討が必要。

杭貫入抵抗

多重ふるいによる模型作成 深度30cmの土圧を再現 杭を貫入時の動画撮影
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